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光環境（照度）の測定	
 

	
 

１．照明の基本的考え方	
 

→照明の基本的な考え方については，教科書 pp.８〜24，実験用教材 pp.30〜31 を参照。	
 

	
 

・照明の目的	
 

├─明視設計：作業のしやすさ，安全の確保など機能性に重点を置く	
 

│	
 	
 	
 	
 	
 	
 	
 →その際，次のような項目を確保することを目指す（JIS	
 Z9125 より）。	
 

│	
 	
 	
 	
 	
 	
 	
 	
 	
 １）作業者が満足できる状態であると感じるような視覚快適性	
 

│	
 	
 	
 	
 	
 	
 	
 	
 	
 ２）厳しい環境下や長時間の作業でも，作業者が迅速で，かつ，正確に	
 

│	
 	
 	
 	
 	
 	
 	
 	
 	
 	
 	
 視作業を行えるような視覚作業性	
 

│	
 	
 	
 	
 	
 	
 	
 	
 	
 ３）作業周辺が見え，危険を感知できる視覚安全性	
 

└─雰囲気設計：建物内外の美しさ，用途に応じた印象の創出などに重点を置く	
 

	
 

図	
 照明の大分類（出典：参考文献［４］，p.43）	
 

	
 

	
 

注）「教科書」と「実験用教材」は，以下の本のこと。	
 

教科書：『図説	
 やさしい建築環境』（今村仁美・田中美都，学芸出版社，2009 年 11 月，￥2,800

＋税，ISBN：978-4-7615-2476-0）	
 

実験用教材：『建築環境工学実験用教材	
 第２版』（日本建築学会編，日本建築学会，2011 年３月，

￥1,900＋税，ISBN：978-4-8189-2225-9）	
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２．実験のポイント	
 

１）光環境の測定方法と人工照明環境の評価方法を学ぶ。	
 

	
 光環境を測定する際に使用する機器はどのようなものか。複数台の機器を使用する際に

は，どのような点に注意すべきか。	
 

	
 設備システム実験室などの部屋の人工照明環境はどのように評価されるであろうか。そ

のためには，何をどのように測定し，何を基準に評価すればよいだろうか。	
 

→測定計画は，各班の中で，もしくは班同士で相談して決める。	
 

→余力がある場合は，他の部屋と比較してもよいかもしれない。	
 

→→許可が必要と考えられる場所の測定を希望する場合は，事前に相談する。	
 

２）昼光照明環境の評価方法を学ぶ。	
 

	
 太陽の動きによって時々刻々と変化する昼光照明環境を評価する際には，どのような点

に注意し，何をどのように測定し，何を基準に評価すればよいのだろうか。人工照明環境

の評価と異なる点は，どのような点であろうか。	
 

→測定計画は，各班の中で，もしくは班同士で相談して決める。	
 

→余力がある場合は，他の部屋と比較してもよいかもしれない。	
 

→→許可が必要と考えられる場所の測定を希望する場合は，事前に相談する。	
 

	
 

	
 

３．測定計画	
 

	
 以下のように測定を行う予定。	
 

	
 

10 月 31 日（金）	
 １回目	
 測定概要の説明・器差の調整	
 

測定対象とする部屋の平面図の作成	
 

→11/16 の測定手順や各班の割り振りを充分話し合っておく	
 

	
 

11 月 14 日（金）	
 ２回目	
 ３限目	
 人工照明の測定	
 

４限目	
 昼光照明の測定	
 

→	
 ！！関数電卓を持参のこと！！	
 

	
 

※雨天の場合は，人工照明の測定のみを行い，昼光照明の測定は 11 月 21 日に行う予定です。	
 

	
 

11 月 21 日（金）	
 

３回目	
 補足説明・レポート作成	
 

→レポートの締め切りは 11 月 25 日（火）（11 月 24 日（月）は祝日のため）	
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４．器差の調整	
 

・実験用教材 p.33 の 4.1.2 を参照。	
 

・機器の各部の名称と機能は，配付資料 p.31（出典：参考文献［１］，pp.4〜5）を参照。	
 

・ゼロ調整（実験用教材 p.33 の 4.1.1 を参照）については，今回使用する照度計では，自動的

に行われるので，必要なし。	
 

・補正係数の入力については，配付資料 p.32（出典：参考文献［１］，pp.22〜23）を参照。	
 

	
 

	
 

５．昼光照明の測定	
 

・実験用教材 p.39 の 4.1.2 と 4.2.1 を参照。	
 

・測定は，10 月 31 日に求めた補正係数を入力したモード（「C.C.F.モード」。配付資料 p.32 を参

照。）で行う。	
 

・10 月 31 日に作成した平面図を利用して，測定点を決定する（実験用教材 p.39 の図 3.2.9 を参

照。）。この際，「６．人工照明の測定」における測定点と同じ測定点で測定することにする。	
 

・測定高さは，机の高さとする。	
 

・屋外の測定間隔にあわせるため，例えば，15 秒おきに測定を行う。	
 

・屋外での全天空照度の測定（実験用教材 p.39 の 4.1.2 を参照。）は，設備システム実験室の屋

上にて行う。	
 

・レポート作成にあたっては，実験用教材 p.40 の（5.1.2 と）5.2.1 を参照。昼光率基準には，

教科書 p.15 の「②基準昼光率」などを用いる。下の図１のような昼光率の分布図も描く。	
 

	
 

図１	
 昼光率分布の例（出典：参考文献［３］，p.74）	
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・均斉度については，JIS	
 Z9125「屋内作業場の照明基準」，もしくは下の表１や表２の基準を参

照のこと。	
 

	
 JIS	
 Z9125 では，以下のように述べられている。	
 

均斉度：最小値の平均値に対する比で表す。照度の変化は，緩やかでなければならな

い。作業領域はできるだけ一様になるように照明しなければならない。作業領域の照

度値の均斉度は，0.7 未満になってはならない。作業近傍（作業領域を囲む少なくと

も 0.5m の帯）の照度の均斉度は，0.5 以上とする。	
 

	
 

表１	
 推奨照度比（出典：参考文献［６］，p.104）	
 

	
 

	
 また，下の表２における均斉度は，以下の式で計算されたものである。	
 

〔均斉度〕＝〔最低照度〕／〔最高照度〕	
 

	
 

表２	
 望ましい均斉度（出典：参考文献［４］，p.48）	
 

採光方式の別	
 均斉度	
 

側窓採光の室	
 1/10	
 

天窓採光の室	
 1/3	
 

人工照明併用の室	
 1/6	
 

	
 

	
 

６．人工照明の測定	
 

・配付資料 p.33（出典：参考文献［７］，p.73，p.75）と実験用教材 p.35 の 5.1.2 を参照。	
 

・測定は，10 月 31 日に求めた補正係数を入力したモード（「C.C.F.モード」。配付資料 p.32 を参

照。）で行う。	
 

・人工光源は，全列点灯とする。	
 

・照明器具の種類などについては，配付資料 p.34（出典：参考文献［２］，p.38）を参照。	
 

・10 月 31 日に作成した平面図を利用して，測定点を決定する（実験用教材 p.39 の図 3.2.9 を参

照。）。	
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・測定高さは，机の高さとする。	
 

・測定点ごとに３回ずつの測定を行う。	
 

・レポート作成にあたっては，配付資料 p.33（出典：参考文献［７］，p.73，p.75）を参照。照

明基準には，教科書 p.12 の「使用目的に応じた照度基準」，もしくは実験用教材 p.31 の表 3.1.2

や表 3.1.3 などを用いる。あわせて，下の図２のような分布図も描く。	
 

・昼光照明の測定と同じように，均斉度についても計算し，評価を行ってみる。	
 

	
 

図２	
 人工照明の照度分布の例（出典：参考文献［３］，p.74）	
 

	
 

	
 

７．参考文献（〔〕内は，熊本県立大学学術情報メディアセンター図書館所蔵情報）	
 

［１］『照度計	
 T-10A	
 T-10MA	
 取扱説明書』（コニカミノルタ	
 オプティクス株式会社，発行年

月不明，非売品，ISBN：なし）〔所蔵なし〕	
 

［２］『照明教室 No.66	
 照明の基礎知識』（照明学会・照明普及会編，明学会・照明普及会，1989

年３月，￥1,000＋税，ISBN：なし）〔和書（２Ｆ），545||Sh	
 96，0000277979〕	
 

［３］『建築設計資料集成	
 １	
 環境』（日本建築学会編，丸善，1978 年６月，￥7,500＋税，ISBN：

4-3352-2313-7924）〔和書（２Ｆ），525.1||KE	
 41||1，0000157165，0000166428〕〔除架，

525.08||KE3||1A，0000064042，0000086850〕	
 

→全面改訂版もあり（2007 年１月，￥12,000＋税，ISBN：978-4-621-07835-8）〔和書（２

Ｆ），525.1||Ke	
 41||1，0000304776〕	
 

［４］『図説テキスト	
 建築環境工学』（加藤伸介・土田義郎・大岡龍三，彰国社，2002 年 11 月，

￥2,400＋税，ISBN：4-395-22127-0）〔和書（２Ｆ），525.1||Ka	
 86，0000310578〕	
 

→第二版もあり（2008 年 11 月，ISBN：978-4-395-22128-8）〔和書（２Ｆ），525.1||Ka	
 86，
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0000320417〕	
 

［５］『昼光照明デザインガイド	
 自然光を楽しむ建築のために』（日本建築学会編，技報堂出版，

2007 年８月，￥2,800＋税，ISBN：978-4-765-2505-3）〔所蔵なし〕	
 

［６］『環境工学教科書	
 第二版』（環境工学教科書研究会編著，彰国社，2000 年８月，￥3,500

＋税，ISBN：4-395-00516-0）〔和書（２Ｆ），525.1||Ka	
 56，0000275620，0000308034〕	
 

［７］『建築環境工学実験用教材	
 I	
 環境測定演習編』（日本建築学会編著，日本建築学会，1982

年３月，￥1,800＋税，ISBN：4-8189-0150-4）〔和書（２Ｆ），525.1||Ke	
 41||1，0000249209〕	
 

照明一般	
 

［８］『照明教室 No.71 マンガによる	
 やさしい照明入門-ライト君とひかるちゃんのあかりの体

験-』（照明学会・照明普及会編，照明学会・照明普及会，1994 年３月，￥1,310＋税，ISBN：

なし）〔和書（２Ｆ），545||Sh	
 96，0000318421〕	
 

［９］『カラー図解	
 照明のことがわかる本』（中島龍興，日本実業出版社，2007 年３月，￥1,800

＋税，ISBN：4-534-04196-8）〔和書（２Ｆ），545||N	
 34，0000310930〕	
 

［10］『新・照明教室	
 照明の基礎知識（初級編）』（照明学会普及部編，照明学会普及部，1996

年，￥1,455＋税，ISBN：なし）〔和書（２Ｆ），545||Sh	
 96||1，0000318422〕	
 

［11］『新・照明教室	
 照明の基礎知識	
 中級編（改訂版）』（照明学会普及部編，照明学会普及

部，2005 年２月，￥1,500＋税，ISBN：なし）〔和書（２Ｆ），545||Sh	
 96||2，0000318423〕	
 

［12］『大学課程	
 照明工学（新版）』（照明学会編，オーム社，1997年１月，￥2,800＋税，ISBN：

4-274-13080-0）〔和書（２Ｆ），545||Sh	
 96，0000308267〕	
 

→改訂版もあり『照明光学』（2012年９月，￥2,700＋税，ISBN：978-4-274-21261-1）〔和

書（２Ｆ），545||Sh	
 96，0000352919〕	
 

［13］『光と照明への誘い』（上原勉，日本理工出版会，1994年６月，￥2,000＋税，ISBN：

4-89019-140-2）〔和書（２Ｆ），545.6||H	
 36，0000310931〕	
 

	
 

光の測定	
 

［14］『はかるシリーズ	
 照明をはかる』（小原清成，日本規格協会，1989年３月，￥980＋税，

ISBN：4-542-91014-8）〔和書（２Ｆ），545.3||O	
 11，0000311039〕	
 

［15］『光をはかる』（照明学会編，日本理工出版会，1987年12月，￥2,500＋税，ISBN：

4-89019-120-8）〔和書（２Ｆ），425.2||Sh	
 96，0000308289〕	
 

	
 

	
 

８．参考 URL	
 

［１］講義資料のダウンロード	
 

http://www.pu-kumamoto.ac.jp/~m-tsuji/kougi.html/jikkenn.html/kyojikkenn.html	
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質問・レポートの提出先は，	
 

辻原（環境共生学部西棟（旧棟）４階南西角）まで	
 

（電話：096-321-6706，または 383-2929（内線 492），e-mail：m-tsuji@pu-kumamoto.ac.jp）	
 

もしくは，	
 

大塚（環境共生学部棟西棟（旧棟）４階南側中央付近／３階南西角・細井研究室）まで	
 

（電話：096-383-2929（内線 475（細井研）／482），e-mail：ootsuka-k@pu-kumamoto.ac.jp）	
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▽照度計の取り扱い	
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▽補正係数の入力	
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▽人工照明	
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▽蛍光灯の種類	
 

表	
 工事用蛍光灯器具の一般的な種類と用途（出典：参考文献［２］，p.38）	
 


